
 

 

 

 

 

                           

集中力をつける 

                                                              校長  松尾 克久 

ロシア W 杯でのサッカー日本代表の活躍は、まだ余韻が残っ

ているようにも感じます。２月の平昌オリンピック・パラリンピ

ックでも感じたことですが、選手の「集中した姿」は美しく、ま

た感動をわき起こさせてくれます。 

  集中することによって、自分のもつ力が最大限発揮されるよう

です。 

   

本校では、授業の中で「集中する」ことに指導の力点を置き、知識・技能の習得や思考力・表現力

を伸ばしていこうとしています。 

また、「しんとして聞く」「しんとして書く」を目指す子供たちの姿として、指導のキーワードにし

ています。 

集中力について、水泳の北島康介選手を五輪前に指導した林 成之 教授（脳神経外科医）は、 

 

 

 

 

  

  また、脳科学者の茂木健一郎教授は、「集中＝没入感」ととらえ、 

 

 

 

   

と書いていました。 

あっという間に過ぎたのは、集中していた証拠。頭の中はフル回転。心地よい

疲労感を味わいます。 

子供たちには、授業の中で、夏休み生活の中で、その感覚をたくさん経験して

ほしいと思っています。 
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「まあ、いいか。」「だいたいできた。」と考えてしまう習慣をもっている人は、高い集中力を発揮する

ことはできないのです。 

素質の中でも特に大切なのは、「素直に全力投球する」という無意識の習慣です。 

                                    「素質と思考の『脳科学』で子どもは伸びる」より 

集中力を発揮して勉強しているときの自分がどんな状態にあるか、思い出してみてください。勉強に

のめりこみ、勉強と自分とが一体になる感覚はありませんか。 

                                                          「脳を生かす勉強法」より 

西日本豪雨災害について 

西日本を中心とした大雨により亡くなられた方が 100名を超えたそうです。亡くなられた方々

に対し御冥福をお祈りすると共に、被災された方々に御見舞申し上げます。 

西日本の被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。 



「長与の子の心を見つめる教育週間」「地区 PTA」ありがとうございました 

６月２５日からスタートした「長与の子の心を見つめる教育週間」には、多くの保護者の皆様、地域の

皆様に御来校いただき本当にありがとうございました。「道徳公開授業」「ふれあいペーロン交流会」「ア

ウトリーチコンサート」「なかよし集会」等、子供たちは、教育週間中、命に関わるさまざまな体験や学

習に取り組みました。 

また、「地区ＰＴＡ」を開催し、保護者の皆様や地域の方々と共に子供たちの安全を守るための情報を

共有いたしました。さらに、その話し合いを受けて、７月４日には、校区内の「危険箇所点検」をＰＴＡ

地区交通委員、自治会長、民生委員、中央コミュニティ、消防団、そして小・中学校職員が一体となって

実施しました。これからも、子供たちの安全・安心な環境作りのため、危険箇所を集約し、役場等に改善

要望を行ってまいります。 

「命の大切さ」をしっかりと考え、心豊かな子供の育成を目指した教育週間でしたが、教育週間後に出

された下記の１年生の学級通信に、子供たちの確かな心の成長を感じましたので紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の行事予定 

 ７月１５日（日）長与町子ども会球技大会 

２１日（土）チーム長与校庭整備作業 

８月 ２日（木）３日（金）球磨村体験交流  

９日（木）全校登校日（平和を祈る集会） 

     平和のともしび 

１３日（月）～１５日（水）学校閉庁日 

   １９日（日）長与川まつり 

   ２１日（火）全校登校日 

９月  １日（土）長与町社会福祉大会 

た
だ
者
じ
ゃ
な
い 

 

可
愛
い
一
年
生
！ 

 
 
 

休
み
時
間
、
黒
板
の
下
で
、
あ
る
子
が
、
一
匹
の
小
さ
な
ア
リ
を
発
見
！ 

 

す
ぐ
に
四
～
五
人
が
、
わ
ら
わ
ら
と
集
ま
っ
て
き
て
、
触
ろ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。 

 

す
る
と
、
一
人
の
男
の
子
が
、 

「
ア
リ
さ
ん
を
、
さ
わ
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
。」 

と
、
他
の
子
を
止
め
て
言
う
の
で
す
。 

 

近
く
で
何
気
な
く
聞
い
て
い
た
私
は
、
「
す
ご
い
！ 

最
近
の
一
年
生

は
、
ヒ
ア
リ
に
関
す
る
情
報
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
。
む
や
み
に
ア
リ

を
触
っ
て
は
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
。」
と
、
密
か
に
感
心
し
ま

し
た
。 

 

さ
ら
に
、
別
の
女
の
子
が
、 

「
そ
う
だ
よ
、
ア
リ
は
、『
た
だ
者
』
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。」 

と
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
言
う
の
で
す
。 

 

私
は
、「
な
ん
て
賢
い
子
だ
！ 

今
ど
き
、『
た
だ
者
』
な
ん
て
言
葉
を

使
え
る
一
年
生
が
い
る
な
ん
て
。
き
っ
と
、
ヒ
ア
リ
の
危
険
性
を
表
現
し

て
い
る
の
ね
。
あ
な
た
が
む
し
ろ
『
た
だ
者
じ
ゃ
な
い
』
！
」
と
思
い
ま

し
た
。 

 
と
こ
ろ
が
、
し
ゃ
が
ん
で
ア
リ
を
見
つ
め
て
い
た
、
最
初
の
男
の
子
が
、 

「
小
さ
い
ア
リ
を
さ
わ
っ
た
ら
、
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
よ
。」 

 

『
た
だ
者
じ
ゃ
な
い
』
女
の
子
も
、 

「
そ
う
だ
よ
、
小
さ
い
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
命
が
あ
る
ん
だ
よ
。」 

と
真
剣
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
ア
リ
は
、
誰
か
ら
も
触
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
無
事

に
教
室
を
横
断
し
て
い
き
ま
し
た
。 

「
は
あ
～
～
、
そ
う
だ
っ
た
の
ね
。
こ
の
子
た
ち
は
、
小
さ
な
ア
リ
に 

も
、
自
分
と
同
じ
大
切
な
命
が
あ
る
と
、
言
い
た
か
っ
た
の
ね
。」 

 

私
は
、
子
供
た
ち
の
会
話
を
最
後
ま
で
聞
き
終
え
て
、
や
っ
と
自
分
の

勘
違
い
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
小
さ
な
命
も
い
と
お
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
子
供

た
ち
の
純
粋
で
優
し
い
心
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

（
１
年
生
の
学
級
通
信
よ
り
） 

夏休みの帰宅時刻について 

夏休みの帰宅時刻は、午後６

時です。ただし、お盆と長与川

まつりのときは、保護者同伴で

午後１０時までとします。 

（長与町内統一です。） 


